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勁で流麗感の溢れた美の世界が展開されましたか
(--)落款を含め条幅のパランスをとること、 （二）字の強弱、大小、軽重等を意識し、線に
変化を出すこと、 （表現のパリエーション）（三）線に潤渇の変化をだすこと。 （四）誘眼点
を絞りポイントを示すこと、 （五）言葉の如く「多書」「多観」「多聞j し、書いて書いて書
きまくり、風格をだすこと、等を評定留意の親点として、それぞれの提出作品について、先生、
ベテラン部員から有意義な講評と指導がなされました。大字に挑戦して日が浅いので、筆の使
い方、字に潤渇の変化を出す方法等活発な質問も出されました◇
今秋開催される第 2 回作品展では、自由課題の創作品の外に、古典の条幅二、三行書作品が
加わることになりましたし楷書、行書、草書のそれぞれの古典の手本の中から各自が得意とす
る書体を選択し挑戦することになり、五月以降の学習課題となりました。

（深澤政次記）

グルメ部会
第 4 回グルメ探訪ー手打ちそばと柳瀬川の桜を楽しむ
4月 1 日正午、一行 1 2 名、清瀬駅に集合もパスを団地保育園前で降り、柳瀬川の堤の桜並

木をそぞろ歩く。昨日のうすら寒さが嘘のようなポカポカの暖かい陽気に恵まれ、消開までは
もう一歩ながら、見事な桜をしばし楽しむ.. ) 

城前橋から住宅地に入り、円通寺に立ち寄る。暦応3 年 (1340) の建立といわれる古刹
で、山門や長屋門、本堂、鐘楼など鎌倉期の典型的な伽藍配置である◇

しもた家が点在する淋しいところを進み、武蔵野線をくぐって、軒家で掛けられている暖簾

で、やっと蕎麦屋と気のつくような店、今日の会場の手打ちそばの店・下宿「池添」に着く。

無口でいかにも純朴そうな主人と活発な奥さんの二人だけでやっているさ
主人手作りのこだわりのつまみ類がまず供される◇板わさ、コプシの花の酢漬けと花わさび
の醤油漬けが添えられている。とろけるように柔らかな豚角煮、野草の天ぷらはたらの芽、蕗

の驀、ししうど、にわとこの新芽など◇ 続いてそばいなりとお新香．揚げそばにトバ（鮭の

干物）添え◇ そばがきのつゆは本鰹節のだしがよ＜効いて上品。もりそばは、国内産のそばの
実をその日、石臼で挽いてつなぎを使わずに打ったもので、十割とは思えない滑らかさである。9
静岡の銘酒・臥謳梅、宮崎の焼酎・仲仲のそば湯割が、これらのつまみに合い、時の経つのも
忘れ、古い柱時計が 4 時を告げるのを聞いて、漸くお開きとなったウ

参加された俳句部員の三田さんが、一旬寄せてくれる。
春うらら そばと地酒と 古時計

翌日は、また冷たい雨に逆戻り日頃の行いの良い我々のために、
すばらしい一日をプレゼントしてくれた天気の神様に感謝。

（部会長神田尚計記）

俳旬部会
奥多摩吉野梅郷吟行ー 4 月 2 0 日、 9 時 4 5 分、花小金井駅に集合し一路青梅に向かった心 -

生憎の雨であったが、新会員の川島さんを含む 1 4 名が参加された。 1 1 時日向和田に到着、

まず多寧川神代橋を渡り、腹ごしらえとばかり石挽きそば「松葉屋」へ。大半の人がとろろ冷
やしそばを注文したが、味の方は定かではない。吉野街道にでるとその街道沿いが吉野梅郷で
ある。 2 月下旬から 3 月下旬にかけて梅見の人々ですごく賑わうところである。一部会員は梅
の公園に行き、又吉川英治記念館へ行く会員もあった。吉川英治は昭和 1 9 年から 28年まで
の約 1 0 年間この吉野に住んだ心英治は小説のほか早くから川柳に親しみ、俳句も少なからず
残している。即席即興のものが多いが、代表的な句として、 「雨しとど どの窓からも萩すす
き」「秋蘭けてのこる浅間と画家一人」がある心

三栢や白すみれ、二輪草など珍しい草花を観賞しながら、畠山重忠ゆかりの即清寺を参詣す
る◇ 三々五々本日宿泊する国民年金健康保養センターヘ。 1 6 時より全員集合し句会が始まる。
（高得点旬下記） 翌 2 1 日は朝食後、現地解散となった。

（部会顧問太田蔵之助記）
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